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【⼟地利⽤・配置・機能イメージ】

●福利・にぎわいゾーン 約4500㎡
・労働やにぎわい機能と相互補完しながら、住⺠への助けとなる機能や住⺠に
便利な機能などを有する施設を配置する。

・乗換駅や幹線道路に面しているという「地の利」のポテンシャルを発揮し、
地域の新たなイメージを形成することで、来街者を含む多様な人々が訪れ、
新たなにぎわい創出に資する施設を配置する。

・多様かつ柔軟な利活⽤を可能とすることで、⼟地の有効利⽤を促進とすると
ともに、防災機能を備え、非常時の対応も可能とするような 「多目的オープン
スペース」の確保に努める。

●融合空間 約800㎡
・労働ゾーンの機能と福利・にぎわいゾーンの
機能を結びつけるため、両ゾーンの間に、
両ゾーンの利⽤者をはじめとする多様な主体が
訪れ、様々な⽤途に⽤いることができる多目的
広場を導入する。

●労働ゾーン 約4600㎡
・⻄成労働福祉センター・あいりん労働公共職業安定所等の
建替えを核にして、機能の拡充等を図ることで、多様な人
が
安⼼して暮らせる社会的包摂⼒を発揮できるような労働の
拠点とする。

多目的広場

※１施設やオープンスペース等の配置はイメージであり、決まったものではありません。
※２機能についても、関係づけなどをイメージしたものであり、今後も内容を検討していきます。
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あいりん総合センター跡地等利活用にかかる基本構想（活用ビジョン）［令和3年3月策定］

新今宮駅周辺 ～あいりん総合センター跡地等利活用～ 1



天下茶屋駅前まちづくり方針について【概要版】 令和６年10月策定

天下茶屋駅周辺 ～駅前まちづくり～ 2



エリアのイメージ発信 エリアのファンづくり

ファンを広げる取組

地域共生

地域内の関係強化、まちづくりの体制構築に向けた取組イメージ向上・認知拡大に向けた取組

めざすまちづくりへのポジティブスパイラルを創出

最終目標：子育て層を中心に、天下茶屋エリアを選び、住みたい・住み続けたい街になることをめざす

Ｒ７年度から実施する 「天下茶屋エリアのイメージ・価値を高めるモデル事業」 の取組概要

オモロそうやん︕
私も参加したい︕

連携強化・ネットワーク拡⼤により、活動の輪を拡げる

トライアルの
実施・発展

今ある資源を磨き・活かす ＋ 新たな動きを創る

住むのええやん
天下茶屋

・ 『食』を軸にした情報発信
・ 天下茶屋の『ひと』などを
紹介するﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞｶｰﾄﾞの制作

・ トライアルイベントの実施 ・ まちづくり会議の開催

・ ワークショップの開催 など

まちづくりの
検討・企画

・ 駅、SNS等でのプロモーション

ソフト面のまちづくりの取組

まちの認知拡大や関係人口の増加などから、空き家等の活用、住まいの需要が生まれるといった好循環をめざすきっかけづくりとして、

令和７年度から、エリアの「魅力コンテンツ」を掘り起こし、ファンを広げる「エリアブランディング」の取組を展開

この取組を通じて、ハード面における地域課題の情報収集をはじめ、駅前まちづくりへの波及や機運づくりにも連動

3天下茶屋駅周辺 ～駅周辺まちづくり～


